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自己紹介
•兵庫県立青雲高校4年目（教員歴1６年目）

進路指導部長

•未来洞察・未来学のアプローチを組み込んだ
教育を研究しています。

（令和７年３月に博士号（学校教育学）を取得しました）

•高等学校「社会系教科」研究会（会員４35名）を

主宰して６年目になります。
（https://note.com/kind_hyssop375/n/n84f5f0f4a2d8）

https://note.com/kind_hyssop375/n/n84f5f0f4a2d8


１．本研究の目的



内容構成
１．本研究の目的

２．未来探究型アプローチを軸としたキャリア

教育の充実に向けて

３．未来の自己を探究するキャリア教育の授業

開発

４．教員の創造的な授業開発に向けて

５．まとめにかえて



本発表の内容

本研究の目的は未来洞察とフューチャー・デザインの手法を統合し，

未来意思形成型キャリア教育の授業及びその開発プロセスを提示す

ることである。

具体的には複数の将来可能性の探索を通して，学習者が自己の納得

解に基づく進路選択および行動意図をいかに形成するのかへを問い

として，現職教員による教材作成及び議論に焦点をあてて示す。

＊以下，フューチャー・デザインはＦＤと表記する。



２．未来探究型アプローチを軸とし
たキャリア教育の充実に向けて



キャリア教育における基礎的・汎用的能力（文部科学省（2023）より）

• ①人間関係形成・社会形成能力

多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができるとともに，自分の

置かれている状況を受け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し，今後の社会を積極的に形

成することができる力である。

• ②自己理解・自己管理能力

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身

の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ，今後の成

長のために進んで学ぼうとする力である。

• ③課題対応能力

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，解決することができる力で

ある。

• ④キャリア・プランニング能力

「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働くこと」を位置付け，多様

な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力

である。



キャリア教育推進に向けた3つの視点（三川（2026）より）

•①体系的・構造的なキャリア教育の充実

学校の教育課程全体にキャリア教育の視点を位置付け，教育活動全体を

  通してキャリア教育を推進する。 

•②系統的・発達的なキャリア教育の充実

発達的な（development）視点を重視し，児童生徒の発達段階に応じ

た教育活動を段階的に連続させていくこと。

•③組織的・協働的なキャリア教育の充実

  学校全体で共通理解をもち，教職員の役割分担と協働を図り，家庭

  や地域社会とも連携しながらキャリア教育を推進する協働的

 （collaborative）な視点を重視する。



本校における未来探究型の視点を取り入れた過去の実践

•実践①通信制高校における自己の可能性を拡張する研修旅行の実践 ―

 未来洞察の視点を手がかりとして―

（ 2024年12月2日 参加生徒21名，講師：日本総研 橘田尚明氏） 

•実践②フューチャー・デザインの手法を基軸とした人権教育の提案
 ―生徒のキャリア形成の促進を意図して―

（2025年11月16日実施，全年次対象）

•実践③ FD×未来洞察（1月）フューチャー・デザイン×未来洞察 

   ～将来世代にとって好ましい未来を想像してみよう～

（2026年1月8日 青雲高等学校（通信制）・長田商業高校（定時制）の生徒13
名，教員11名参加，講師：日本総研 染葉ことの氏，市岡敦子氏，粟田恵吾氏 ）



未來洞察やFDは将来自己を拡張するキャリア教育に
貢献する

• ①生徒の自己理解を促すだけでなく，未来社会や自己を構想する活動

によって価値観の吟味を図り，他の教育活動と関連させた参画意識や

行動意図の高まりが期待できる。 

学校全体でという体系的・構造的な視点

• ②「未来」の議論には正解がなく，未来社会や自己の可能性が「発見
の驚き」を生み出し，未来を創発する楽しさが生徒の納得解へとつな
がる。 生徒の実態に対応する系統的・発達的な視点

• ③教員の未来への見方が「予測する未来」から「創造する未来」へと

変化すると，「面白そう」「やってみたい」という実践への動機が主

体的実践へとつながる。 教員と創り上げる組織的・協働的な視点



行動

「私」を主体として，批判的・創
造的思考を働かせて「望ましい
未来」を構想する。

①個人・構想型

社会

個人

構想

「私たち」を主体として「望まし
い未来」の実現に必要な「責任
ある行動」を構想する。

「私」を主体として「望ましい未
来」の実現に必要な「責任ある
行動」を構想する。

「私たち」を主体として，批判
的・創造的思考を働かせて「望
ましい未来」を構想する。

③個人・行動型

④社会・行動型②社会・構想型

博士論文で提示した未来洞察型授業理論の類型
「私」を主体とした未来

「私たち」を主体とした未来
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（岩橋（2025）より）



３．未来の自己を探究する
キャリア教育の授業開発



•教育目標は「生きがいある生涯のために 学ぶ力と生きる力をはぐくむ」

本校におけるキャリア教育上の課題

•本校において，全校レベルの生
徒を対象にキャリア発達を支援
し，勤労や職業を通じて自己の
生き方を問い直すことで生徒一
人ひとりの勤労観・職業観の確
立に迫る教育活動には十分に
取り組むことができていない状
況にあった。

•少ない登校回数下であっても，
自己の可能性や良さを自覚で
き，実践や行動へと結びつける
機会の確保が課題となる。



• 勤労観・職業観等の

価値観形成を図るた

めには自分の「将来の

姿」を思い描き，それ

に近付こうとする意欲

や学習の動機づけが

重要となる（中央教育

審議会，2011：30-

31）。



キャリア探究LHR①自己の未来像を構想する段階

１．目的

•自己の納得解へと至るプロセスを理解し，自分のキャリアイメージを
構想する力を育成する。

•①未来洞察によって仮説的に未来の自己を描くことで目標意図を持
たせ，②FDによって行動までを構想することで実行意図を持たせる。

２．概要

•何となく社会の流れに沿って予測的に選んでいる自分をメタ認知し，
価値観を問うような批判的問いを軸として葛藤から自身の勤労観・
職業観を再考する。



キャリア探究LHR①自己の未来像を構想する段階

•生徒に未来を意識させる

•将来を自分事として捉えて
いるか？

•自己理解に基づき，自分事
として将来を捉えているか？

•安易に他者の選択を自分の
選択として受け入れてしまっ
ていないか？



未来の自己を構想するために，過去・現在の自己
をつなげて考える

•自分の過去から将
来を考えるヒントを
得る。

•自分が大切にして
いる価値観や長所
に気付く。



未来のありたい自己を捉える

•実現可能性を度外視して
仮説的に自分の可能性を
捉え直してみる。

•自分の価値観に根差した
ありたい人生や社会貢献
のあり方を深掘りする。



自己理解と未来社会

•AIとの壁打ちによって自
己の可能性を拡張する。

•現代社会に存在しない職
業や仕事も視野に入れて
自分の勤労観や職業観を
表現する。



キャリア探究LHR②
将来の自分のために必要な行動を構想しよう

•AIとの壁打ちや未来想像
カードなどの事例も活用
して起こりうる未来社会を
発想豊かに考えてみる。



•生徒が最も苦労す
ることが想定される
ワークであり，教員
の働きかけによって
生徒の発想をいか
に促進できるかが
問われる。



•2076年の自分
の生活や大切に
していること，成
し遂げようしてい
ることなどを描き
出す。

FDの手法によって2076年に生きる自分を
イメージする



未来人として現在の自分に
アドバイスする
• 未来からのバックキャスティングによって未来を実

現するために必要な行動を考える。

• あなたは２０７６年にタイムスリップした未来人（問

３のニックネーム）です。207６年に未来の自分像

を実現したあなたから，２０26 年を生きている自

分にアドバイスをします。 『■■歳に△△すること

で○○を達成できるよ。』『今のうちに◇◇してほ

しいな。』等のように，あなたは未来人なので未来

からの視点で現代の自分にアドバイスできるので

す。 右のページにある AI とのワークを実践した

後，以下の記入欄に実現するためにすべき行動を

段階的にまとめてください。



４．教員の創造的な授業開発
に向けて



授業開発プロセスのポイント

①教材作成の段階から教員を巻き込んでいく

未來洞察やFDの理論，未来をどのように捉え，どのように生徒に構想さ
せるのかという点については実際に教材を作成することで理解できる。

②多岐にわたる授業検討の場を確保する

授業の汎用性の視点から，学校，地方自治体，企業などの垣根を超えた
交流も授業づくりを活性化させることにつながる。

③リハーサルと振り返りを重視する

教員自身が実際にリハーサルをやってみて未来探究型の授業の可能性
を開拓し，授業をファシリテーションする意識を持つ。



学校関係者での議論
①ディスカッションによって相互に質問を行う

授業開発におけるAIプロンプトの調整など，自身の役割の明確化や授

 業の流れについてなど，質疑応答を通して教材や授業構成が

 シャープになる。

②授業研究からの批判的検討

研究者の理論をいかに現場レベルに落としていくか

「実現可能かどうかは置いといて，〇〇について，『こうなればいい

のにな』をできるだけたくさん出してごらん。」

これまでの未来探究型の授業とは何が異なるのか？

どのような学習内容の設定がふさわしいのか？

よくない授業実践例とはどのようなものか？



APFN
（Asia Pacific 
Futures Network）

①世界中から集まった未来関
係の実践者にプレ実践

参加者が前のめりになって，自
分事として活動し，自身のあり
たい未来像を提案できていた。

②授業の効果について

成人している参加者と高校生
との違いを踏まえ，高校生も同
様の活動が展開できるのか？

未来像や行動などを描く際の
工夫は何か？などの質問も出
た



５．まとめにかえて



未来意思形成型キャリア教育の創発
・本発表では，未来洞察とFDを組み合わせた手
法を軸として学習者が未来自己をイメージし，自
己の納得解に基づく進路選択および行動意図へ
と結びつける授業開発プロセスを提示した。
・未来探究型視点を軸としたキャリア教育実践で
は，教材作成段階から組織的な取り組みを進める
とともに，教材の汎用性を意識した多様なリフレク
ションの場を確保して教員の未来観の活性化を図
ることが求められる。
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